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更新審査
申請者等 対象品目 認証番号 登録形式 有効期限

新潟原動機㈱ 生産センター 常用防災兼用発電装置 K-D-05 3形式 H27. 4.18
サーベイランス

申請者等 対象品目 認証番号 登録形式 有効期限
㈱アルティア － 非常動力装置 H-D-47 3形式 H31. 9. 5

三菱電機㈱ 長崎製作所 防災用自家発電装置 B-D-22 33形式 H27.11. 6B-T-22 9形式
常用防災兼用発電装置 K-D-22 3形式 H30. 2.24

ヤンマー㈱ 特機エンジン事業本部

防災用自家発電装置 B-D-11 35形式

H31. 2.28

B-T-11 9形式

常用自家発電装置 J-D-11 1形式
J-C-11 1形式

常用防災兼用発電装置 K-D-11 7形式
K-C-11 4形式

ヤンマーエネルギーシステム㈱ －
防災用自家発電装置 B-D-111 32形式

H30. 8.31常用防災兼用発電装置 K-D-111 6形式
K-C-111 5形式

新潟原動機㈱ 生産センター 防災用自家発電装置 B-D-05 21形式 H30.11. 3B-T-05 7形式

❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖

❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖
第85回自家発電設備認証委員会審議結果（12月10日承認分）
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入会（12月1日付）
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JPIの最新セミナー情報
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国土交通省、低騒音型発電機を追加指定
シー・エス・エンジ5型式を含む6型式

　【ヤンマーエネルギーシステム製造株式会社（正会
員）】▼住所＝〒704－8122　岡山県岡山市東区西大寺
新地383－2▼電話＝TEL：086－942－0143▼代表者＝
篠原　勉・代表取締役社長▼創業＝平成12年▼資本金
＝9,000万円▼従業員数＝100名▼事業概要＝ガスヒー
トポンプ室外機、マイクロコージェネ、大型ガスコー
ジェネの製造

▼1/21（水）10：00～12：00日揮：海外病院事業の進捗と課
題と展望
▼1/22（木）14：00～16：00日揮：天然ガス開発・LNG事業
2015年の新展開
▼1/28（水）9：30～11：30経産省：電気・ガス事業規制・制
度改革、エネルギー政策が企業経営に及ぼす影響と対応
策
▼1/28（水）16：00～18：00国交省：天然ガス燃料船普及に
向けた取組み、国内外の最新動向と今後の展開
▼1/29（木）10：00～12：00東電：パワーグリッド・カンパ
ニー2015年の重点課題
▼1/30（金）10：00～12：00経産省：12月まとめられたガス
システム改革の論点と今後の施策の方向と対策
▼1/30（金）14：00～16：00三菱商事：エネルギー分野での
露中接近の要因・問題点と日本への影響
　問合せ・申込はJPI（日本計画研究所）TEL：03－5793－
9761、E-mail：yamakawa@jpi.co.jp

　国土交通省では12月19日付けで、低騒音型建設機械
として低騒音型発動発電機６型式を含む11機種・39型
式を追加指定し、同日付けで告示を行った。
　今回指定分を含む低騒音型建設機械の型式数は延べ
5,474型式となった。
　そのうち、低騒音型発動発電機については、株式
会社シー・エス・エンジニアリングが申請した3.0
～12.0kVAの５型式、株式会社やまびこが申請した
15.0kVAの１型式の合わせて６型式が今回指定を受け
た。今回指定分を含む低騒音型発動発電機の型式数は
延べ894型式（うち、超低騒音型745型式）となった。
　また、同省では同日付けで、低振動型建設機械とし
てバイブロハンマー１型式の追加指定を行い、低振動
型建設機械の型式数は延べ27型式となった。

◆
　国土交通省では12月19日付けで、第３次基準値適合
の排出ガス対策型建設機械として株式会社やまびこが
申請した15.0kVAの排出ガス対策型発動発電機（溶接
機併用）１型式を含む５型式の追加指定、バイブロハ
ンマー１型式の変更承認を行った。併せて、同日付で
告示を行った。
　今回指定分を含む第３次基準値適合の排出ガス対策
型発動発電機の型式数は延べ507型式となった。
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